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中
川
先
生
の
へ
ん
て
こ
日
本
語 

161 

わ
ざ
と
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
か 

  

中
国
の
大
学
で
学
会
が
あ
った
際
、
知
り
合
い
の
先
生
が
口
頭
発
表
す
る
と
い
う
の
で
、

会
場
へ
出
向
い
た
。
す
る
と
、
「わ
ざ
と
来
て
く
だ
さ
った
の
で
す
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
」と
言
わ
れ
、
一
瞬
ム
カ
ッ
と
し
た
が
、
こ
れ
は
「わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
だ
さ
った
の
で

す
か
」の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
、
気
を
取
り
直
し
た
。
中
国
で
も
高
名
な
日
本
語
の
先
生

で
、
日
本
の
大
学
で
博
士
の
学
位
ま
で
取
って
い
る
人
で
も
、
覚
え
間
違
い
が
あ
った
よ
う
で

あ
る
。 

 

同
じ
よ
う
な
問
題
で
、
「た
ま
た
ま
出
か
け
ま
す
」と
い
う
の
を
聞
い
た
。
こ
れ
も
、
「た

ま
に
出
か
け
ま
す
」の
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
二
つ
（わ
ざ
わ
ざ
、
た
ま
た
ま
）は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
は
な
く
副
詞
で
あ
る
が
、
擬
音

語
・擬
態
語
同
様
の
扱
い
を
し
て
し
ま
った
と
こ
ろ
に
間
違
い
の
原
因
が
あ
る
。 

 

ド
キ
ド
キ
す
る
／
ド
キ
っと
す
る
、
フ
ラ
フ
ラ
す
る
／
フ
ラ
っと
立
ち
寄
る
、
グ
ル
グ
ル
回

る
／
グ
ル
ッ
と
一
周
す
る
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
／
バ
ラ
つ
く 

な
ど
の
「Ａ
Ａ
型
」擬
態
語
は
、
2
語
で
あ
って
も
、
1
語
で
あ
って
も
、
意
味
に
大
き
な
差

は
な
い
。 

 

し
か
し
副
詞
と
な
る
と
、
「わ
ざ
わ
ざ
」と
「わ
ざ
と
」は
別
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。 

 

最
近
、
「め
っち
ゃ
～
」「超
～
「す
ご
い
～
」な
ど
の
新
し
い
程
度
副
詞
が
、
「た
ま
に
」で
は

な
く
頻
繁
に
使
わ
れ
る
が
、
「わ
ざ
と
」使
って
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
日
常
化
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

オ
ノ
マ
ト
ペ
を
習
得
し
た
い
と
望
む
学
習
者
は
多
い
。
確
か
に
会
話
場
面
な
ど
で
は
、
「激

し
い
雨
が
降
って
い
る
」よ
り
「ザ
ー
ザ
ー
と
雨
が
降
って
い
る
」の
方
が
、
雨
の
降
って
い
る
様

子
が
う
ま
く
伝
わ
る
。
こ
れ
は
「わ
ざ
と
」オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
って
効
果
を
上
げ
て
い
る
例
で

あ
る
が
、
「朝
ガ
ー
と
起
き
て
、
ガ
ッ
ガ
ー
と
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
・・・」な
ど
は
、
「わ
ざ
わ

ざ
」オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
う
に
は
及
ば
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
副
詞
の
使
い
方
は
、
「す
こ
ぶ
る
」

難
し
い
。 

京
都
外
国
語
大
学
日
本
語
学
科
教
授 

中
川
良
雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

  あたらしい仲間を紹介します 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

チュオン ドゥック チュン 

ベトナム 

ディン チャン ２月１０日入会 

ベトナムから来ました。ピアノの教師をしてい

ます。オリーブで各国から来る日本語を習いた

い生徒さんに会える機会があるのが嬉しいで

す。どうぞよろしくお願い致します。 

あ
た
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ 

徐
ジョ

 夢
ム
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知ってほしい わたしの国 食べてほしいおいしい料理 

２月３日土曜日、この時期の恒例イベント「オリーブ新年

会」は、新型コロナ感染も落ち着いたので、久しぶりに飲食

をともなうパーティを催行。活動場所がキラリエ草津に移っ

てから部屋では飲食禁止といわれていたのですが、がんば

って関係各所にお願いした結果、キッチンで作った料理は

部屋で食べてよろしいということになり、めでたく以前通り

のパーティができたのでした。 

１２月、オリーブで勉強しているみなさんに国別チームを作ってもらいました。できたチームは、ブラジル、ベトナム、

中国、スーダン、ミャンマー、フィリピン、インドネシア、ウクライナの 8か国。その後、何度かの話し合いの時間を設け、

当日作る料理と発表内容を決めてもらいました。 

さて、当日はキッチンで料理を作るチーム、ある程度家で作ってきて最後の仕上げをするチームもいて、キッチン

は早い時間からおいしそうなにおいが立ち込めました。 

キラリエくさつのいつもの教室は新年会に向けての準備も着々と進み、テー

ブルの上には、日本人スタッフ有志が作ってきてくれた日本料理も含めて、

何種類もの料理がならんでとてもにぎやか。あれも食べたい、これも食べた

いとさまよううちに、おなか一杯となり、たべそこねた料理も数知れず．．．そ

んな人も多かったのでは？ 
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食事のあとは各国の発表タイム。映像を使っての国の紹介や、観光地や

文化、食、民族など興味深い話がたくさん聞けました。歌やダンスもあって、

母語で歌うのはとても楽しそうでした。発表の最後は日本の若者チームに

よる「節分」の紹介と豆まきでした。後片付けもバッチリ、ステキな

パーティでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

はじめて経験したが、大勢の前でよ

く発表はできました。緊張した気持

ちになりましたけど自分でできると

思って話して気持ちが落ち着きまし

た。 

 

テツ ウェイ ヤン （ミャンマー） 

このまえのパーティはとてもたのしかったです。 

たこくのたべものをたべたりきいたりできたのでたのしかったです。やっぱりじぶんでりょうり

したたべものがおいしかったかな？でもたこくのたべものもおいしかったです。ごちそうさまで

した。ありがとうございました。またらいねんのパーティをたのしみにしています。 

 

ジャーソン（フィリピン） 

普段あまり食べる機会のない様々な国

の料理を食べることができ、発表でもい

ろいろな国ついて知ることができまし

た。とても貴重な体験でした。 

 

折井夏帆（日本） 
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 2/3 2/10 2/17 

生徒 30 17 32 

先生 33 18 30 

会員の動き（１２月） 
 

〈退会〉なし 

〈入会〉折居さん 
 

 

 

 

 

 

日本語教室3/2(M),9,16,23,30（5回） 

3/19（火）第４回草津市外国人支援団体の集まり（恩地） 

3/31（日）オリーブお花見 

 日本語教室 2/10(M)，17（2回） 

  2/3(土)オリーブ新年会  

2/25(日)BNN日本語スピーチ大会（田中英、福井） 

 

  

       

 

 

 

●日本語教室の(M)は定例ミーティング   
●（  ）内は参加者、または 参加予定者。敬称略 

先月の活動（２月） 今月の活動予定（３月） 

お知らせ 

編集後記：３０周年記念事業の準備が始まりまし

た。通常の授業に加えて、各担当チームのミーテ

ィングもじわじわと増えています。 

８月の記念パーティまで体がもつだろうかと不安

も大いにもありますが、楽しみでもある。 

まあなんとかなるさ、なってほしい！（MO） 


